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春風春風にに希望希望ををのせてのせて
　　３３月月、六戸町立義務教育学校六戸学園で第１回目となる卒業式と、六戸町立義務教育学校六戸学園で第１回目となる卒業式と
前期課程修了式が行われました。前期課程修了式が行われました。
　昨春に開校した六戸学園で、歴史を築いてきた第１期卒業生86人が　昨春に開校した六戸学園で、歴史を築いてきた第１期卒業生86人が
それぞれの未来へ巣立つとともに、６年生93人も前期課程を修了。それぞれの未来へ巣立つとともに、６年生93人も前期課程を修了。
　それぞれの節目を迎えた子どもたちが新たな一歩を踏み出しました。　それぞれの節目を迎えた子どもたちが新たな一歩を踏み出しました。

1～7 ９年生卒業式　8～⓾ ６年生修了式1～7 ９年生卒業式　8～⓾ ６年生修了式

11

22

33

44 55 66 77

88

99 ⓾⓾



　Pick Up

3 広報ろくのへ　No.729

3/9
安心・安全な農産物づくりへ

㈱合川農産　JGAPを取得
　農産物の生産を手がける㈱合川農産（合川聡

とし

彦
ひこ

代表
取締役）は農業現場の安全性や環境保全などに取り組
む農場に与えられる認証制度「JGAP」を取得し、 佐藤
町長を訪問して報告しました。
　 同 社 は 昨 年11月19日、 ナ ガ イ モ と ニ ン ニ ク を 対 象
品目としたJGAPの認証を取得。合川さんは「より一層、
安心・安全な作物を安定的に生産できるように努めた
い」と話していました。

3/6
100歳おめでとうございます

成田行市さん　百歳祝金授与式
　満100歳を迎えられた成田行

こう

市
いち

さん（小 松ケ丘）の百歳
祝金授与式が町役場応接室で行われました。
　式には入所する住宅型有料老人ホーム 春日台介護
センター職員同席のもと、佐藤町長から顕彰状と祝金
が 手 渡 さ れ た ほ か、 町 社 会 福 祉 協 議 会（ 田 中 孝 雄 会
長）から花束と記念品が贈られました。
　成田さんは「もう少し頑張って、一日でも長生きし
たい」と話していました。

2/24
子どもたちの通学路を明るく

六戸学園にLED防犯灯を寄贈
　六戸町警察官駐在所連絡協議会（吉田承彦会長）は六
戸学園にLED防犯灯を１基寄贈しました。
　 同 学 園 校 長 室 で 行 わ れ た 寄 贈 式 で は、 吉 田 会 長 が

「子 ど も た ち の 通 学 路 の 安 全 に 役 立 て て ほ し い」と 述
べ、二ツ森牧彦校長に目録を手渡しました。
　寄贈された防犯灯は、六戸学園前の通学路に設置さ
れ、児童・生徒の安全確保に活用されています。

3/6
かえでの森に響く歌声

あすなろコーラスが歌を披露
　町内のアマチュアコーラスグループ「あすなろコー
ラス（佐藤文雄代表）」がグループホームかえでの森を
訪れ、入所者の皆さんに合唱を披露しました。
　懐かしい唱歌や親しみのある曲などが披露され、会
場はやさしい歌声に包まれました。入所者らは歌声に
合わせて手拍子を送りながら口ずさむ姿も見られ、和
やかなひとときを楽しんでいました。
　あすなろコーラスでは会員を募集しています。興味のある方は下記
までお問い合わせください。

問　あすなろコーラス　会長　佐藤文雄　☎090-6471-1593



4広報ろくのへ　2026-4

　

ア
メ
リ
カ
メ
ー
ン
州
キ
タ
リ
ー
町
と
の

海
外
交
流
事
業
は
、
夏
に
キ
タ
リ
ー
町
の

生
徒
を
六
戸
町
に
迎
え
、
冬
に
町
の
派
遣

団
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
す
る
相
互
交
流
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
派
遣

団
は
、
１
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日

間
、
六
戸
学
園
の
７
・
８
年
生
８
人
が
ア

メ
リ
カ
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
12
月
19
日
に
は
町
文

化
ホ
ー
ル
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
団
長
の

瀧
口
孝
之
教
育
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
の
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
る
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
日
本
文
化
の
良
さ

を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、佐
藤
陽
大
町
長
は「
異
文
化
や
多

様
な
価
値
観
に
触
れ
、
そ
の
経
験
を
将
来

の
成
長
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と
激
励
し

ま
し
た
。

　

派
遣
団
は
自
ら
を
「
チ
ー
ム
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｌ

Ｅ
」と
名
付
け
、Mem

ber

、Act

、Pow
er

、

Learn

、Evolve

の
頭
文
字
に
込
め
た
思

い
の
も
と
、
８
人
の
メ
ン
バ
ー
が
力
を
合

わ
せ
て
学
び
、
成
長
す
る
８
日
間
に
臨
み

ま
し
た
。

　

帰
国
後
の
1
月
29
日
に
は
、
六
戸
学
園

の
５
～
８
年
生
を
対
象
に
報
告
会
が
行
わ

れ
、
派
遣
団
の
生
徒
ら
が
現
地
で
の
体
験

や
学
び
を
発
表
し
ま
し
た
。

英
会
話
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

が
、
伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
積
極
性
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
行
動
や

気
持
ち
で
思
い
は
伝
え
ら
れ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に

行
き
た
い
で
す
。

８年
西塚　康将（こうすけ）さん

８年
奥山　悠悟（ゆうご）さん

８年
蛯名　惇聖（じゅんせい）さん

生
徒
の
意
見
を
尊
重
す
る
現
地
の

学
校
の
雰
囲
気
が
印
象
的
で
し
た
。

六
戸
学
園
で
も
そ
の
よ
う
な
環
境

が
広
が
れ
ば
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
の
は
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
。

こ
の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ

の
先
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

海
外
派
遣
を
通
し
て
親
へ
の
感
謝

が
深
ま
り
ま
し
た
。
帰
り
の
飛
行

機
で
は
日
本
人
を
見
て
安
心
し
、

日
本
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

世
界
で
広
が
る
学
び
と
出
会
い

世
界
で
広
が
る
学
び
と
出
会
い

　
六
戸
学
園
生
海
外
交
流

　
六
戸
学
園
生
海
外
交
流

８年
久保　徹平（てっぺい）さん



７年
久保田　優奈（ゆうな）さん

７年
石岡　雪樹（ゆきむら）さん

８年
清水　陽菜（はるな）さん
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■
ア
メ
リ
カ
で
感
じ
た
こ
と　

　

ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
は
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
、
文
法
が
完
璧
で
な
く
て
も
、

あ
い
づ
ち
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

返
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
聞
い
て
も
ら
え

て
い
る
」
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ト
レ
ス
は
少
な
か

っ
た
で
す
。

■
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　

シ
ャ
プ
リ
中
学
校
で
発
表
し
た
日
本
文

化
紹
介
は
、
想
像
以
上
に
好
評
で
し
た
。

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
そ
の
分
達
成
感

も
大
き
く
、「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

心
か
ら
思
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
制
服
の
な
い
自
由

な
雰
囲
気
や
、
意
見
を
は
っ
き
り
伝
え
る

姿
も
印
象
的
で
し
た
。

■
こ
の
経
験
を
通
し
て

　

海
外
で
多
く
の
人
や
文
化
に
触
れ
た
こ

と
で
、
自
立
心
が
高
ま
り
、
将
来
の
視
野

が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

行
く
前
よ
り
も
「
も
っ
と
知
り
た
い
」

「
も
っ
と
挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

■
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

海
外
に
行
く
前
は
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持

ち
と
積
極
性
が
あ
れ
ば
、
必
ず
楽
し
め
ま

す
。
友
情
や
絆
も
、
挑
戦
す
る
一
歩
か
ら

生
ま
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

六戸学園８年　派遣団リーダー

久田 遼
りょう

平
へい

さん

成田空港　着

シカゴ・オヘア国際空港　着
・入国手続き

ボストン　着

ボストン市内視察研修
・ハーバード大学
・クインシーマーケット等

キタリー町　着
・ホストファミリーと対面

シャプリ中学校で
交流（１日目）
・授業体験

ホストファミリー
と交流

シャプリ中学校で
交流（２日目）
・日本文化紹介

ホストファミリー
と交流

シャプリ中学校で交流（３日目）
・ウォールクライミング
・お別れスピーチ

ボストンローガン国際空港　発

ニューヨークに宿泊

ニューヨーク市内
視察研修
・自由の女神
・アメリカ自然史
　博物館　
・タイムズスクエア等　

ニューヨーク　発
・出国手続き

羽田空港　着

スケジュール
１月５日

１月６日

１月７日

１月８日

１月９日

１月10日

１月11日

１月12日

別
れ
際
に「
ま
た
会
お
う
ね
」と
約

束
を
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

あ
た
た
か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う
に

誰
か
を
幸
せ
に
で
き
る
人
で

あ
り
た
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
異
文
化
に
触
れ

た
こ
と
で
、
日
本
の
良
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

英
会
話
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

が
、
伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
積
極
性
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
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　 　町からのお知らせ

町

長

佐

藤

陽

大

副

町

長

円

子

富

浩

教

育

長

瀧

口

孝

之

町
長
事
務
部
局

総
務
課　

【
12
名
】

課

長

高

橋

宏

典

（
介
護
高
齢
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

下

田

真

悟

主

幹

松

橋

美

幸

（
議
会
事
務
局
・
総
括
主
査
）

総

括

主

査

松

村

祐

樹

主

査

福

沢

夏

樹

主

査

佐
々
木　

流　

星

主

査

竹

内

瑠

菜

主

査

川

村

駿

太

（
農
政
課
・
主
査
）

主

事

円

子

颯

人

運
転
技
能
主
事

円

子

君

仁

会
計
年
度
任
用
職
員

小

松

臣

子

会
計
年
度
任
用
職
員

附

田

久

子

企
画
財
政
課　

【
７
名
】

課

長

円

子

国

浩

（
建
設
下
水
道
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

高

田

明

宏

主

幹

小

林　
　

章

（
総
務
課
・
課
長
）

主

幹

赤

平

祐

奈

主

幹

青

木

進

吾

（
企
画
財
政
課
・
総
括
主
査
）

主

事

米

田

大

地

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

本　

多　

唯
紀
子

税
務
課

【
10
名
】

課

長

吉

田

英

輔

（
企
画
財
政
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

附

田

慶

哉

（
総
務
課
・
主
幹
）

主

幹

吉

田　
　

聖

総

括

主

査

神　
　
　

麻　

子

主

査

浦

崎

幸

也

主

査

太

田

真

由

令
和
８
年
度　

六
戸
町
職
員
配
置

六
戸
町
の
職
員
紹
介

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
各
課
職
員
の
配
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（　

）内
は
、
異
動
前
の
所
属
・
職
名
で
す
。

主

査

坂

本

彩

捺

（
町
民
課
・
主
事
）

主

事

村

上

祐

茉

（
建
設
下
水
道
課
・
主
事
）

主

事

佐

藤

祐

大

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

小
笠
原　

菜
視
子

農
政
課　

【
９
名
】

課

長

赤

石

正

之

（
農
政
課
・
課
長
補
佐
）

課

長

補

佐

鈴

木

健

司

（
建
設
下
水
道
課
・
主
幹
）

主

幹

横

手　
　

学

総

括

主

査

島

貫

誠

士

（
企
画
財
政
課
・
総
括
主
査
）

総

括

主

査

吉　

田　

駿
之
介

（
町
民
課
・
主
査
）

主

事

金

見 

望

美

主

事

奈　

良　

可
奈
子

（
新
採
用
）

主

事

鳥
谷
部　

明　

香

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

小

林

愛

美

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
【
６
名
】

課

長

田

中

大

輔

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
課
長
補
佐
）

課

長

補

佐

木

村

朝

子

（
税
務
課
・
課
長
補
佐
）

総

括

主

査

下

田

直

人

総

括

主

査

小
比
類
巻　

雅
哉

主

事

円

子

智

希

会
計
年
度
任
用
職
員

杉

山

加

奈

町
民
課　

【
10
名
】

課

長

長

谷　
　

智

（
教
育
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

柴

田

雅

子

（
企
画
財
政
課
・
主
幹
）

主

幹

久

田

尚

子

総

括

主

査

佐
々
木　

拓　

也

（
建
設
下
水
道
課
・
総
括
主
査
）

総

括

主

査

沼

尾

春

奈

（
総
務
課
・
総
括
主
査
）

総

括

主

査

吉

本　
　

平

（
農
政
課
・
総
括
主
査
）

主

査

橋

本

智

美

（
町
民
課
・
主
事
）

主

事

横

浜 

優

子

主

事

三

上

桃

子

（
福
祉
課
・
主
事
）

会
計
年
度
任
用
職
員

成　

田　

依
久
美

福
祉
課　

【
17
名
】

課

長

舘　

泰

之

課

長

補

佐

松

橋

紀

幸

課

長

補

佐

苫
米
地　

貴　

博

主

幹

佐
々
木　
　
　

愛

主

幹

山　

本　

由
美
子

総

括

主

査

久
保
田　

純　

一

主

事

椛

本　
　

望

（
新
採
用
）

主

事

堤　
　
　

こ
こ
ろ

（
新
採
用
）

栄

養

士

岩　

木　

亜
由
美

保

健

師

力　

石　

え
り
か

保

健

師

小
比
類
巻　

亜
希

保

健

師

藤

田

真

実

保

健

師

新

山

遥

香

保

健

師

藤

田

織

江

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

中

澤

章

子

会
計
年
度
任
用
職
員

折

舘

千

明

会
計
年
度
任
用
職
員

滝

沢

優

香

介
護
高
齢
課

【
14
名
】

課

長

鈴

木

博

文

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

（
総
括
保
健
師
）

辻　

浦　

智
賀
子

課

長

補

佐

佐
々
木　

頼　

行

主

幹

久

田

浩

貴

総

括

主

査

神　
　

圭

太

主

事

中

野

裕

美

主

事

佐
々
木　

廣　

平

主

事

高

坂　
　

郁

（
新
採
用
）

主
任
保
健
師

三　

浦　

し
お
り

会
計
年
度
任
用
職
員

澤　

巳　

真
理
子

会
計
年
度
任
用
職
員

佐

伯 

朋

子

会
計
年
度
任
用
職
員

髙

橋 

和

枝

会
計
年
度
任
用
職
員

齋

藤 

里

香
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会
計
年
度
任
用
職
員

湊　
　
　

里
加
子

建
設
下
水
道
課

【
９
名
】

課

長

佐

藤

良

一

（
町
民
課
・
課
長
）

課

長

補

佐

田

中

利

明

主

幹

杉

山

貴

浩

（
税
務
課
・
主
幹
）

総

括

主

査

宮

古

千

尋

（
農
政
課
・
総
括
主
査
）

総

括

主

査

木

村

竜

駆

主

査

永

井

佳

純

（
建
設
下
水
道
課
・
主
事
）

主

事

沖

澤

理

人

主

事

佐

藤

唯

翔

（
介
護
高
齢
課
・
主
事
）

会
計
年
度
任
用
職
員

長　

嶺　

久
美
子

会
計
課　

【
４
名
】

課

長

田

中　
　

洋

課

長

補

佐

高

橋

千

秋

総

括

主

査

川

原　
　

徹

（
再
任
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

船

橋　
　

忍

議
会
事
務
局

【
３
名
】

事

務

局

長

澤

口

俊

博

事
務
局
次
長

小

林　
　

恵

主

幹

杉

山

智

恵

（
町
民
課
・
主
幹
）

監
査
委
員
会
事
務
局

【
３
名（
併
任
３
名
）】

議
会
事
務
局
長
併
任

事

務

局

長

澤

口

俊

博

議
会
事
務
局
次
長
併
任

事
務
局
次
長

小

林　
　

恵

議
会
事
務
局
主
幹

併

任

主

幹

杉

山

智

恵

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

【
５
名（
併
任
５
名
）】

総
務
課
課
長
併
任

事

務

局

長

高

橋

宏

典

総
務
課
課
長
補
佐
併
任

事
務
局
次
長

下

田

真

悟

総
務
課
主
幹

併
任
事
務
局
書
記

松

橋

美

幸

総
務
課
総
括
主
査

併
任
事
務
局
書
記

松

村

祐

樹

総
務
課
主
査

併
任
事
務
局
書
記

佐
々
木　

流　

星

農
業
委
員
会
事
務
局

【
４
名（
併
任
２
名
）】

農
政
課
長
併
任

事

務

局

長

赤

石

正

之

農
政
課
長
補
佐
併
任

事
務
局
次
長

鈴

木

健

司

総

括

主

査

川

村

徹

朗

（
農
業
委
員
会
・
主
査
）

主

事

種

市

健

心

（
農
政
課
・
主
事
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
課

【
27
名
】

課

長

佐

藤

一

也

（
農
政
課
・
課
長
）

〔
学
校
教
育
係
〕

課

長

補

佐

髙
間
木　

誠　

一

主

幹

吉　

田　

真
樹
子

総

括

主

査

森

田

俊

介

主

査

伊

澤　
　

涼

主

査

田

中

智

大

（
教
育
課
・
主
事
）

〔
社
会
教
育
係
〕

課

長

補

佐

佐
々
木　

和　

仁

主

事

安

達

徒

力

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

竹

鼻

一

男

会
計
年
度
任
用
職
員

大

川　
　

藍

〔
図
書
館
係
〕

主

事

佐
々
木　

佑　

子

（
新
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職
員

北

向

陽

子

会
計
年
度
任
用
職
員

原　
　

香

織

会
計
年
度
任
用
職
員

岩

﨑

淳

子

〔
ス
ポ
ー
ツ
係
〕

課

長

補

佐

吉

田

和

彦

主

幹

井

川

静

香

主

幹

渡

辺

祐

希

会
計
年
度
任
用
職
員

赤

石

香

織

〔
学
校
教
育
指
導
室
〕

室

長

上
原
子　

孝　

始

指

導

主

事

外

崎

綱

一

会
計
年
度
任
用
職
員

畑　

山　

ゆ
か
り

会
計
年
度
任
用
職
員

山

内

亮

悦

会
計
年
度
任
用
職
員

内

海

浩

幸

会
計
年
度
任
用
職
員

木

村

明

美

ＡＬＴ
（外国語指導助手）

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ー
ニ
ー

エ
イ
ミ
リ
ア
ス
・
ガ
ラ
ス
カ

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヘ
イ
マ
ン
ズ

国
民
健
康
保
険
診
療
所【

18
名
】

所

長

松

山　
　

淳

副

所

長

高

橋

浩

司

事

務

長

柴

山

英

夫

事

務

次

長

岡

山

泰

之

総

括

主

査

鳥

越

直

子

主
任
薬
剤
師

高

橋

優

子

主
任
薬
剤
師

川

村

永

夫

臨
床
検
査
主
任

技

師

滝

内

香

里

臨
床
検
査
主
任

技

師

石

川　
　

玲

診
療
放
射
線
技
師

会
計
年
度
任
用
職
員

高

森

高

明

看

護

師

長

若

槻

律

子

主
任
看
護
師

廣　

橋　

千
賀
子

主
任
看
護
師

大
久
保　

多
美
子

主
任
看
護
師

下　

林　

英
里
香

主
任
看
護
師

種

市

桐

子

看

護

師

田

中

裕

美

看

護

師

宮

城

り

み

看

護

師

堤　
　

亜

紀

■
派
遣

十
和
田
地
域

広
域
事
務
組
合

吉

田

涼

太

（
新
採
用
）

十
和
田
地
域

広
域
事
務
組
合

田

村

蓮

琥

（
新
採
用
）

■
役
職
定
年（
３
月
31
日
付
）

総
務
課
課
長

小

林　
　

章

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

早
期
退
職

税
務
課
課
長

辻

浦

宗

典

町
民
課
課
長
補
佐

金

渕

秀

一

普
通
退
職

税
務
課
主
事

原　
　

尚

義

福
祉
課
主
事

起

田

佳

苗



自主
財源
��.�％

自主
財源
��.�％

●繰入金
　10億633万2千円
　��.�%

●分担金及び負担金
　297万1千円
　�.�%

●使用料及び手数料
　4,045万1千円　0.4%

●財産収入、寄付金、
　繰越金
　5,856万1千円　0.6%

●地方交付税
　20億5,000万円
　��.�%

●国庫支出金
　11億4,348万3千円
　��.�%

●県支出金
　8億6,272万5千円
　�.�%

●町債
　20億2,480万円
　��.�%

●譲与税・交付金
　4億2,869万7千円
　�.�%

●諸収入
　4,255万2千円　0.5%

●町税
　14億3,442万8千円
　��.�％　

依存
財源
��.�％

令和８年度町税額

14億3,442万8千円

●固定資産税
　7億8,714万3千円
　��.�%

●町民税
　4億8,210万1千円
　��.�%

●町たばこ税
　9,390万円
　�.�% ●軽自動車税

　4,848万3千円
　�.�%

●入湯税
　2,280万1千円
　�.�%
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　 　町からのお知らせ

収入の種類

町 税 町民税や固定資産税などの税金 地方交付税 町の財政状況に応じて国から交付されるお金

繰 入 金 基金から一般会計に組み入れるお金 国庫支出金 特定事業のために国から支出されるお金

分担金及び
負 担 金

特定の事業の経費に充てるため、その事業の受益者
などから納めてもらうお金

県 支 出 金 特定事業のために県から支出されるお金

使用料及び
手 数 料

町の施設などの使用料や住民票発行などの手数料 町 債 財務省や金融機関からの借入金

諸 収 入
税金の延滞金など、収入のどこの区分にも属さない
お金

そ の 他
自主財源では財産収入や繰越金、寄附金、依存財源
では地方譲与税、地方消費税交付金など

　

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会（
令
和
８
年

３
月
）に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
の
各
会
計
の
当

初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
90
億

９
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

13
億
８
２
０
０
万
円
、
17·

92
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

町
の
当
初
予
算

令
和
８
年
度

一
般
会
計
は
17·

92
％
増　

90
億
９
５
０
０
万
円

町民１人当たりでは＝138,378円
１世帯当たりでは　＝304,227円

となっています。
令和８年３月１日現在
人口：10,.366人／世帯数：4,715世帯

町税
内　訳

一般会計
歳　入



性質別

●補助費等
　12億8,479万
　9千円　14.1%

●物件費
　15億1,904万1千円
　��.�%

●公債費
　5億2,362万円
　7千円　5.8 %

●人件費　
　9億4,661万
　9千円　10.4%

●その他（維持補修・積立金・
　貸付金・投資・予備費）
　2億1,389万8千円
　�.�%

●扶助費
　13億2,687万
　4千円　14.6%

●災害復旧事業費
　11万8千円　0.0%

義務的
経費
��.�％

投資的経費
��.�％

その他
の経費
��.�％

●普通建設事業
　25億2,420万3千円
　��.�％

●繰出金
　7億5,582万
　1千円　8.3%

●繰出金
　7億5,582万
　1千円　8.3%

目的別

●教育費
　29億5,525万9千円
　��.�%

●総務費
　13億2,989万4千円
　��.�%

●土木費
　7億5,290万3千円
　�.�%

●衛生費
　5億1,033万
　9千円　5.6%

●公債費
　5億2,362万
　7千円　5.8%

●農林水産業費
　3億3,854万3千円　3.7%

●消防費
　3億3,184万1千円
　�.�%

●議会費　8,205万円　0.9%●商工費　1億3,432万7千円　1.5%

●災害復旧費
　11万8千円　0.0%

●予備費
　500万円　0.1%

●労働費
　6万7千円　0.0%

●民生費
　21億3,103万2千円
　��.�%
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会計別 予算額
国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 12億4,275万2千円

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 13億8,281万1千円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 2億202万6千円

国民健康保険診療所
事 業 特 別 会 計 3億7,663万4千円

下 水 道 事 業 会 計 10億870万6千円※
計 42億1,292万9千円

※下水道事業会計の予算額は収益的支出及び
資本的支出の合計額

事業名 引上げ分の地方
消費税充当額

障 害 者 福 祉 費 50,000千円
児 童 福 祉 事 業 78,000千円
後期高齢者医療事業 20,000千円
介 護 保 険 事 業 30,000千円
合 計 178,000千円

●社会保障財源分の地方消費税の使途
について
　町では、社会保障財源分として引
き上げられた地方消費税収を下記の
事業に充てることにしています。

▶地方消費税交付金（社会保障財源分）
178,000千円

科　目 事業名

総 　 務 　 費

庁舎トイレ洋式化改修事業
町民バス中央待合所エアコン設置事業
自治体システム標準化整備事業
コミュニティ育成事業（ふれあいの郷づくり事業、
まちづくり活動支援事業ほか）
定住対策住宅建設補助事業

民 　 生 　 費

子ども・子育て支援教育・保育給付事業
子ども医療費助成事業
障害者支援事業
老人福祉センター集会室エアコン設置事業

衛 　 生 　 費

予防接種事業
母子保健推進事業
ろくのへ元気プロジェクト（食育推進事業）
浄化槽設置整備事業

農 林 水 産 費

新規就農者育成総合対策事業
多面的機能支払交付金事業
農村振興整備事業
有害鳥獣駆除対策事業

商 　 工 　 費
メイプルタウンフェスタ事業
企業立地奨励金事業
創業支援事業

土 　 木 　 費

町道改良事業
七百・大曲線柳沢交差点改良事業
舘野公園施設改修事業
空き家対策事業（老朽危険空き家除却補助、空き
家リフォーム補助）

消 　 防 　 費 消防団屯所改修事業

教 　 育 　 費

旧教育施設等解体事業
公立学校情報機器購入事業（１人１台タブレット
型端末更新）
町立義務教育学校六戸学園運営事業
青の煌めきあおもり国スポ軟式野球競技会場運営事業

国民健康保険事業 特定健康診査事業
特定保健指導事業

介 護 保 険 事 業 地域介護予防活動支援事業
高齢者補聴器購入費用助成事業

診 療 所 事 業 診療所運営事業

下 水 道 事 業 下水道施設維持管理事業
小松ケ丘地区マンホール蓋更新事業

令和８年度の主要事業

人 件 費 職員の給料や手当などの経費
扶 助 費 生活に困っている人などへ支出する経費
公 債 費 借入金の返済のための経費
普 通 建 設 事 業 費 道路や施設を建設する事業の経費

災 害 復 旧 費 災害によって被害を受けた施設などを復旧する経
費

補 助 費 公益的な事業などに対しての補助金や負担金など
繰 出 金 一般会計から特別会計などに支出する経費

物 件 費 事業を実施するための需用費、光熱水費、委託料
などの経費

そ の 他 維持補修費、積立金、投資及び出資金・貸付金な
どの経費

性質別歳出の種類

教 育 費 義務教育学校等の教育施設や文化・スポーツの向
上などに要する経費

民 生 費 子どもやお年寄り、障害者への福祉などに要する
経費

総 務 費 町役場全体の仕事、戸籍や選挙などに要する経費
土 木 費 道路や公園、公営住宅に要する経費
公 債 費 借入金の返済に要する経費

衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理などに要す
る経費

農 林 水 産 業 費 農産物の生産性向上や農村の整備などに要する経費
消 防 費 消防や救急、防災などに要する経費
商 工 費 商業や工業及び観光の振興などに要する経費
議 会 費 議会の活動に要する経費
災 害 復 旧 費 災害によって生じた被害の復旧に要する経費
労 働 費 労働福祉の事業に要する経費

目的別歳出の種類

ホームページにも令和８年度予算概要について掲載してありますのでご覧ください。

一般会計
歳　出
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　 　町からのお知らせ

民生委員・児童委員および主任児童委員のご紹介
■問　福祉課　☎0176-55-4492

民生委員・児童委員および主任児童委員が新たに決まりました。
任期は令和７年12月１日から令和10年11月30日までの３年間です。

町ホーム
ページ

地区 氏名

小平・柳町 小泉　伸幸
鶴喰 －
上吉田 洗平　幸子　

下吉田（一）、下吉田（二）
入口、長谷、中堤

円子　千鶴子

赤田、米沢、赤石 赤石　スミ
折茂 伊沢　義隆
川原新田、折茂新田 －
高舘、高屋敷 高屋敷　恵子
上町 関川　幸子
南町（一） 鈴木　愛子
南町（二） 船越　多三衣
押込町、中町 －
下町 畑中　徹子
舘野 松村　茂
高見、林、柴山 鈴木　朋子

地区 氏名

沖山平、古里、掘切 －
七百、ひばりケ丘住宅 下田　孝子
七百 沖澤　保

根古橋、高森（一）
高森（二）、桜ケ丘住宅

－

通目木、坪毛沢、づめき団地 山本　廣志
たての台団地 葛西　美幸
大曲、晴ケ丘 武田　みつ子
小松ケ丘二丁目 濱美　智子
小松ケ丘三丁目 －
小松ケ丘四丁目・五丁目 窪田　守榮
小松ケ丘一丁目・六丁目 小原　英雄
岡沼、沖山、大原 田中　栄寿
金矢 金沢　裕美

主任児童委員 十文字　利則
主任児童委員 佐藤　貞子

　民生委員・児童委員はそれぞれ担当地区を持ち、地域住民の皆さんが抱える問題について、親身になって相談
に乗ります。お困りのことがありましたら１人で悩まずに、気になることは気軽にお話ください。必要に応じて、
行政機関や関係団体へ連絡を取り合い、心配ごとの解決をお手伝いします。

地域を支える民生委員・児童委員の推薦を募集しています

児童委員
　地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたち
を見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等
を行います。
　児童委員のうち２人の方は、児童に関することを専門的に担当
する「主任児童委員」の指名を受けています。

民生委員
　厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において常に住民
の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い社会福祉の増進に
努める方々で、「児童委員」を兼ねています。

　民生委員・児童委員は、地域の推薦を受けて選任される制度
となっています。
　現在、一部の地区で委員が欠員となっていることから、地域
福祉の推進のため、適任と思われる方がいましたらご推薦くだ
さい。
　詳しくは福祉課までお問い合わせください。



• • • • • あなたの作った農産物や商品をふるさと納税の返礼品にしませんか？ • • • • •

11 広報ろくのへ　No.729

令和８年度定住促進新築住宅建設補助金について
■問　まちづくり推進課　☎0176-55-2411

　町では、定住を目的として新築住宅を建設または
購入された方に対し、住宅建設費の一部を予算の範
囲内で補助しています。

●補助金の額
①住宅建設費の３％以内（限度額は50万円）
②若者夫婦の場合（いずれも40歳未満）
　は10万円を加算

●交付対象者
①新築住宅に住民登録していること
②３年以上継続して定住する意思があること
③世帯全員に町税・その他の納付金に滞納がないこと
④町内会に加入していること（未組織区域を除く）

●交付対象の新築住宅
①建物表題登記を申請者の名前で行うこと
②専用住宅または併用住宅
③玄関、居室、便所、風呂、および台所を備え床面

積が50㎡以上
④断熱等性能等級４または一次エネルギー消費量等

級４以上の性能を有する住宅であることなど

●申請期間
　完成引渡日から３か月以内

●受付期間
　 令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月31日 ま で の
１年間

　令和９年度からは、補助の対象範囲や条件を見直
す予定です。

　本補助金は、「申請を受理した日」の基準が適用さ
れます。
　令和８年度中の条件で申請を希望する場合は、令
和９年３月31日までに申請手続きを完了してくださ
い。
　令和９年度（４月１日以降）の申請分からは、新し
い条件（見直し後の範囲）が適用されますので、着工
や引渡しのスケジュールにはご注意ください。

　新築補助金（定住促進新築住宅建設補助金）の詳し
い内容については、町ホームページをご確認ください。

町ホーム
ページ

令和８年度の実施について

申請のタイミングに関するご注意

令和９年度（来年度）以降の見直しについて

ふるさと納税返礼品事業者を募集しています
■問　まちづくり推進課　☎0176-55-2411

　町では、ふるさと納税の返礼品を通じて、当町の魅力を発信するとともに、町内の
産業振興・地域活性化に繋げていくため、ふるさと納税返礼品として商品やサービス
を提供いただける事業者を募集しています。
　募集は随時受け付けており、 登録された返礼品は、 ふるさと納税ポータルサイト

（さとふる、ふるさとチョイス、楽天ふるさと納税、Amazonふるさと納税等）に掲載さ
れ、自社商品のPRにもつながりますので、ぜひこの機会をご活用ください。

　申込方法や返礼品要件等についての詳細は、まちづくり推進課にお問合せください。

町ホーム
ページ

★
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　 　町からのお知らせ

■問　まちづくり推進課　☎0176-55-2411

●趣旨
　六戸町の皆さんの積極的な参画・協働による「まちづくり」の取り組みを応援するため、町の活力と交流の創出
につながる、町の皆さんらが自ら企画する活動に対し、予算の定めるところにより補助金を交付します。
●補助の対象
　町内において「まちづくり活動※」を行う団体で、次の条件を満たす団体とします。

（１）町内に事業所および活動場所を有し、かつ構成員の２分の１以上が町内に在住し、通勤または通学して
いること。

（２）構成員が５人以上であること。
（３）団体の組織および運営に関する規約、会則があること。
（４）原則として、１年以上継続して活動する見込みがあること。
（５）公共の利益に反する行為を行わない団体であること。

●補助金の金額
　補助金の額は、予算の範囲内で、①対象経費の４／５、②対象経費から協賛金・参加料・その他の収入を除いた
額を比較していずれか低い額とし、50万円を上限とします。
　なお、団体の管理・運営にかかる費用や飲食費、物品等を購入する費用などは対象とはなりません。
●応募の方法
　下記の書類を揃え、まちづくり推進課へ提出してください。
　　①申請書　　②事業計画書　　③事業収支予算書　　④団体の概要調書
　　⑤組織の規約、会則（任意の様式で構いません）

・応募を検討している場合は、必ず事前にご相談ください。
・申請用紙は六戸町まちづくり推進課に準備しています。（六戸町ホームページからもダウンロードできます）
・申請書を提出していただいた後、内容の審査を経て５月下旬頃に採択となる予定です（予算の範囲内で決

定します）。
●実施例

六戸町の商工業の魅力を伝えたい！六戸町企業PR動画制作事業（六戸町商工会青年部）
さつき沼ビオトープ維持管理活動並びに観光教育・環境教育コンテンツ開発事業（NPO法人ろくのへ自然塾）
今熊の里桜と湧水プロジェクト拠点整備事業（今熊の里社）
企業・教育・地域活性を繋げる特産品（お土産品）の開発（一般社団法人六彩デザインルーム）

申込期限：令和８年５月11日㈪

安全・安心な地域づくり
に取り組む活動

環境の保全や循環型社会の
形成を図る活動

農産物のブランド化を
促進する活動

地域資源の活用と一層
の充実に資する活動

住みたくなる移り住みたくなる美しく
快適な生活環境づくりに取り組む活動

生涯にわたって自ら学ぶ学習
環境づくりに取り組む活動

自らが主体となる文化・
スポーツ活動の促進

身近な地域での支え合いや
助け合いを促進する活動

グローバル化・国際交流を
促進する活動

観光・交流人口の
拡大を図る活動

出会い、定住や移住を
サポートする活動

文化財の保存や
活用を図る活動

自主的な健康づくりを
促進する活動

主
な「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」の
内
容

【継続事業】町の活力と交流の創出につながる、創意工夫にあふれた取り組みや活動を応援します！

令和８年度六戸町まちづくり町民活動支援事業募集



■令和７年度活用事例 第２号　「ＡＩＮＡ薬局」 小松ケ丘の中心地に立地する調剤薬局。
この事業を活用し、令和７年８月１日にオープンしました。

●店舗紹介
　薬局ＡＩＮＡは全国の処方箋
を受け付け、オンライン診療に
も対応。近隣へのお薬お届けに
加え、セルフホワイトニングも
併設しています。
健康相談からお口のケアまで、
地域の皆様の美と健康を幅広く支えます。

●店主コメント
　「皆様のおかげで、夢である薬局を
開局することができました。治療中の
方には安心を、元気な方にはさらに健
やかな毎日をお届けできるよう、笑顔
あふれる薬局を目指します。処方箋が
無くても、お気軽にご相談ください。
ご来店、心よりお待ちしております。」
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「六のお話」実施団体を募集しています

佐藤町長との対話集会
■問　まちづくり推進課　☎0176-55-2411

　佐藤陽大町長が出向いて皆さまの声をお聴きする、ろくのへ対話集会
「六のお話」の実施団体を募集しています。 町民の皆さんと共にまちづ

くりを進めるため、町長との対話による意見交換を行い、町民の皆さん
に町政への理解を深めていただくとともに、広くご意見をいただくこと
を目的としています。
　町長に直接あなたの声を届けてみませんか？
　お申し込みについては、まちづくり推進課までお問い合わせください。

町ホーム
ページ

賑わいのある町を目指し、町内で創業する方を応援します!

令和８年度六戸町創業支援事業
■問　まちづくり推進課　☎0176-55-2411

●補助対象職種
食料品製造、衣料品販売、飲食料品販売、宿泊業、
飲食業、持ち帰り・宅配飲食サービス、洗濯業、理
美容業、浴場業

●補助の金額
①事業所（店舗）開設に係る経費の１/２
　（上限額100万円）
※汎用性が高い設備については対象外（パソコン、

車両等）
②広報費の1/2（上限額30万円）
①、②合わせて最大130万円

●補助対象事業の条件（①～③を満たすこと）
①六戸町商工会に創業相談を行い、支援を得ている

事業。
②金融機関から融資を受けて行う事業であり、事業

の継続性と将来的な成長性が期待できる事業。

③特定創業支援事業を受けた者または受ける者によ
る事業。

●補助対象者の条件
　これから新たに町内で事業を開始または法人を設
立しようとする方で、次の条件を満たす方
１．六戸町商工会に加入すること。
２．町内に事業所(店舗)を構え営業すること。
３．交付決定から１年以内に創業すること。
４．特定創業支援事業の支援を受けること。
５．対象事業を営むための許認可を受けること。
６．町税等の滞納が無いこと。
７．暴力団等の反社会的勢力と関係を有しないこと。
８．法令および公序良俗に反していないこと。

●その他詳細について
　町ホームページをご覧いただくか、まちづくり推
進課にお問い合わせください。

町ホーム
ページ



攻めの健康管理、始めるゼ
自分の体は、自分が管理する時代だゼ

健康診査受診有無別生活習慣病患者の
一人当たりの医療費

健康なうちか
ら健診を

受けること、
若い時か

ら健診を受け
る意識と

習慣が大事だ
ね！
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健康診査
未受診者
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健康診査
受診者

▲KDBデータより
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　 　町からのお知らせ
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■問　福祉課　☎0176-55-4597



攻めの健康管理、始めるゼ
自分の体は、自分が管理する時代だゼ
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●対象者　
特定健診
六戸町国民健康保険加入者(40歳～74歳)、生活保護受給者(40歳以上)
後期高齢者健診
後期高齢者医療制度加入者
75歳以上の方、または、65歳から74歳までで一定の障害の状態に
あると後期高齢者医療広域連合から認定を受けた方。
●料金　　
自己負担は０円（個人で受けると約１万円かかります。）

●対象者　
六戸町民で、次の5つの部位で自覚症状の
ない方（各年齢は年度末年齢です）
●料金　　
各がん検診500円

特定健診・後期高齢者健診

がん検診

　特定健診・後期高齢者健診、がん検診の対象者には、４月中に
意向確認票がご自宅 に届きます。けんしんガイドブックには、
健診（検診）の内容や受診方法等がわかりやすく書かれています。
ぜひ、参考にして健診（検診）をお申し込みください。

がんの疑いをチェックします。

　今年度、健診（検診）についての

アンケートを行います。みなさん

ご協力をお願いします。 意向確認

票・アンケートは健診（検診）を受

診する人もしない人も、全員

返送をお願いします。

みなさんの声、

聞かせてください！

※婦人科検診は、年度末年齢が奇数の方も受診可能ですが、
全額自己負担となります。

胃
40歳以上

大腸
40歳以上

肺
40歳以上

乳房
40歳以上

（偶数年）

子宮頸部
20歳以上

（偶数年）

みなさんの健康を私たち保健師・栄養士がサポート
します！

健診封筒にて、
けんしんガイドブック等を
対象者の方へ順次発送中

令和８年度特定健診・
がん検診のお知らせ

メタボリックシンドロームや生活習慣病のリスクをチェックします。

　早期発見ができれば、がんによる死亡
リスクを減少させることができます。
　要精密検査という結果が出た場合は必ず
精密検査を受けましょう。
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　 　町からのお知らせ

・国保資格は自動的に変更されませんので、離職などにより社会保険等を離脱し、再度国保に加入するときも役
場に届け出が必要です。

・マイナンバーカードを保険証としてお使いの方も届け出は必要です。

●届け出の際は、以下をご持参のうえ町民課窓口にお越しください。

加入する健康保険が変わったときには届け出が必要です！
■問　町民課　国保係　☎0176-55-4612

こんなとき 手続きに用意するもの

国 保 に
加入する
と き

・職場の健康保険をやめたとき
・家族の扶養から外れたとき

●健康保険資格喪失証明書　
（職場等が発行します。扶養家族がいる場合、扶養家族の方も記載された証明書）

・社会保険等の任意継続期間が
　切れたとき

●健康保険任意継続被保険者資格喪失通知書
（協会けんぽ等の加入していた保険者から交付されます。）

国 保 を
脱退する
と き

・職場の健康保険に加入したとき
・家族の扶養になったとき

１．国保を脱退する方の資格確認書、または資格情報のお知らせ
　　（回収します）
２．職場の新しい資格確認書や資格情報のお知らせ、または健康保険

資格取得証明書（職場等が発行します。扶養家族になった場合も同様です）

●電子証明書の有効期限は、発行日から５回目の誕生日までです。
●カードそのものの有効期限は、 発行日から10回目の誕生日（未成年者は５回目）までです。

期限が近づいた場合は更新手続きを行ってください。

マイナ保険証の有効期限にご注意ください

●第三者行為とは
　第三者（自分以外の人）の行為が原因でけがをした
場合のことです。主な例として、交通事故や暴力行
為などがあります。
※飲酒運転や無免許運転など重大な法令違反の場合は、国民健康保

険が使えません。また、加害者から治療費を受け取っている場合
も使えません。

●医療費は加害者（相手）が負担
　交通事故などの治療費は、本来加害者が負担する
ものですが、国民健康保険で治療を受けることがで
きます。
　その場合、六戸町が一時的に立替え、後日、加害
者または保険会社等へ請求します。
　この請求に必要な書類が、「第三者行為による傷病
届」です。
※提出がない場合、六戸町が治療費を請求できません。

●届け出に必要なもの
○ 第三者行為による傷病届
○ 交通事故証明書または人身事故証明書入手不能

理由書
○ 事故発生状況報告書 
○ 同意書　○ 始末書（自損事故等の場合）
※自損事故や自身の過失等が原因の治療で、国民健康保険を使用す

る場合も提出が必要です。

（保険会社等が書類を準備する場合もあります）

●示談は慎重に行いましょう
　示談が成立すると、その内容が優先され、国保か
ら加害者に請求できなくなる場合があります。示談
の前に、必ず六戸町へ届け出をしてください。

交通事故「第三者行為」による届け出

①世帯主のマイナンバーカードまたは通知カード
②加入・脱退する方全員分のマイナンバーカードまたは通知カード
③委任状（代理人の場合）　　④手続きに来る方の本人確認書類

共通して
用意するもの
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　三沢市・六戸町・おいらせ町・六ヶ所村が合同で
実施する手話奉仕員養成講座（基礎編）の受講者を募
集します。
　手話の経験（入門編修了者）があり、さらにステッ
プ アップ を図りたい方を対 象とした 全23回の講 座を、
下記のとおり開催します。
　なお、申込みが定員を超えた場合は、先着順とさ
せていただきますのでご了承ください。
　受講の可否につきましては、後日郵送にてお知ら
せします。

●日時　
　 令 和８年５月14日 ㈭ から令 和８年10月15日 ㈭まで
　19時から20時45分まで

●場所　
　三沢市総合社会福祉センター２階
　三沢市幸町３丁目11- ５

●対象者　
　三沢市、六戸町、おいらせ町、六ヶ所村に在住ま
た は 在 職 し て い る16歳 以 上 の 方 で、 手 話 奉 仕 員 養
成講座入門編を修了している方

令和８年度手話奉仕員養成講座受講者の募集について
■問　福祉課　0176-55-3111（内線130）

●定員　
　20名程度

●受講料　
　無料（※テキスト代が必要となる場合あり）

●申込み方法
　各市町村の担当課窓口（六戸町福祉課）に直接お申
込みください。
　ホームページから申込書をダウンロードし、Ｅメ
ール、ＦＡＸまたは郵送で提出することもできます。

●受付期間　
　令和８年４月１日㈬から４月15日㈬まで

●申込先（六戸町）
　 hofuku@town.rokunohe.aomori.jp
　℻ 0176-55-3031
　郵送先　〒039-2392
　六戸町大字犬落瀬字前谷地60　福祉課

１ 振込口座の変更届け出について
　高額療養費等の給付申請の際に届け出した振込口
座の変更があったときは、必ず役場町民課へ届け出
をしてください。また、振込口座を解約したとき、
金融機関の店舗統廃合等で口座番号が変更されたと
きも届け出が必要です。届け出がないと振り込みが
できなくなりますので、 お早 めの届け出をお 願いし
ます。 

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
■問　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821・町民課　☎0176-55-4612

２ マイナ保険証の利用について 
　マイナンバーカードをお持ちの方は、保険証利用
登録をすることでマイナ保険証として 資格確認が
可能です。 
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　 　町からのお知らせ

■問　青森県上北県税事務所　納税管理課　☎0176-22-8111（内線290）

県税口座振替制度のお知らせ

●申込方法
　納税者本人の通帳と預貯金届出印を持参のうえ、
最寄りの取扱金融機関または各県税事務所の窓口に
備え付けの申込用紙によりお申し込みください。
　ゆうちょ銀行に係る申し込み及び廃止については
最寄りの郵便局窓口で手続きをお願いします。

●留意事項
　口座振替済通知書及び自動車税種別割納税証明書

（口 座 振 替 済 通 知 書 と 一 体 に な っ た も の）は 送 付 さ
れません。
　法人県民税・事業税及び軽油引取税の口座振替に
ついては新規受付を廃止しています。現在登録され
ているものについても、令和８年８月振替分以降は
廃止となります。

　青森県では、県税の口座振替の申込みを受け付けています。県税の納税は、便利で、安全・確実な口座振替を
ご利用ください。

口座振替を利用できる県税 申　込　期　限 振　替　日
自動車税種別割

６月納期分（定期賦課分）
令和８年４月30日㈭

納期限の日
個人事業税

８月･11月納分（定期賦課分）
～８月中旬（８月納期分から振替開始）
～11月中旬（11月納期分から振替開始）

No. 番　　号 件　　名 落札業者 落札金額（税抜き）

１ 委第１号（総委第１号） 庁舎管理等業務 育栄管財㈱ 13,680 千円

２ 委第４号（総委第４号） 電話交換業務 育栄管財㈱ 4,140 千円

３ 委第２号（総委第２号） 庁舎宿直警備等業務 ㈱十和田ビルサービス 31,610 千円

４ 委第６号（総委第７号） 消防設備保守点検業務 互光産業㈱ 650 千円

５ 委第３号（総委第３号） 一般廃棄物収集処理業務 ㈱遠藤商店 936 千円

６ 委第５号（総委第６号） 暖房設備等保守点検業務 エイ・スィーサービス㈱ 1,069 千円

７ 総委第８号 地下貯蔵タンク漏洩検査等業務 県南環境保全センター㈱ 600 千円

８ 総委第９号 自動ドア定期保守点検業務 三晃システム㈱ 735 千円

指名競争入札　結果公表（令和８年２月26日執行）

■問　企画財政課　☎0176-55-4583

有
料
広
告

ROKUNOHE.C.P

〒039-2371
青森県上北郡六戸町犬落瀬字明土67-1
Tel 0176-55-3982/Fax 0176-55-5358
rokuchuuou1032@bz01.plala.or.jp

● 各種印刷、デザイン、イラスト制作
名刺、チラシ、パンフレット、自費出版物、Tシャツ、のぼり旗、横断幕etc.

● オリジナルシール、POP、ステッカー制作
自由自在に切り抜き可能です

● 写真、動画撮影・編集

お気軽にご相談ください
小ロットでも承ります



付加年金のしくみ

例えば10年間、付加年金に加入すると…

納付額合計は…
400円×12か月×10年＝

48,000円

付加年金額（年額）は…
200円×12か月×10年＝

24,000円

払うとき

受け取る
とき

２年間の受給で支払った
保険料の元が取れます

￥
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■納付方法　
　令和８年度の国民年金保険料納付書が、令和８年４月１日に発送されます。
　お近くの銀行、信用金庫、信用組合、郵便局、コンビニエンスストア、電子（キャッシュレス）決済で納めて
ください。
　※町役場の窓口で納めることはできません。

　留意事項
・納付案内書に令和８年度の保険料額、納付期限が記載されています。
・毎月払い用、６か月前納用、１年前納用の納付書が同封されていますので、いずれかの納付書を使用し、重

複納付のないようにご注意ください。
・既に社会保険等に加入されている方に行き違いで納付書が送付されたときは、各自で破棄してください。

　付加年金制度は、国民年金の保険料に加えて付加保険料を納めることで、将来、老齢基礎年金とあわせて付加
年金を受け取れます。

■保険料と受給額
　付 加 保 険 料　　月額400円　⇒　年額4,800円
　将来の受給額　　200円×付加保険料の納付月数（年額）

■付加年金の加入手続
加入資格
国民年金基金に加入しておらず、保険料免除となっていない
国民年金第１号被保険者

申請に必要なもの
・国民年金被保険者関係届（役場にあります）
・基礎年金番号または個人番号のわかるもの
・本人確認書類（免許証等）
　
申請先
六戸町役場町民課

詳しくは日本年金機構ホームページや「ねんきんネット」をご覧ください。

令和８年４月分の国民年金保険料の納付期限は令和８年６月１日㈪です。

令和８年度の国民年金について

■問　町民課　年金係　☎0176-55-3431・八戸年金事務所　☎0178-44-1742

日本年金
機構ホーム

ページ

付加年金

マイナポータルねんきんネット

令和８年４月から
令和９年３月までの 国民年金保険料は、月額17,920円です。
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　 　町からのお知らせ

みどり認定制度（みどりの食料システム法の認定制度）

　みどりの食料システム法に基づいて、環境負荷低
減に取り組む農業者が作成する５年間の「環境負荷
低減事業活動実施計画」を県知事が認定しています。
認定を受ける環境負荷低減の取り組みには、

・土づくりと化学肥料および化学合成農薬の低減
を一体的に行うこと

・水田の中干しなど温室効果ガスの排出削減
・バイオ炭の農地施用

などがあります。

①設備投資の際の所得税・法人税が優遇されます
　認定を受けた計画に従って化学肥料・化学農薬の
使用低減に必要となる設備を導入した場合、特別償
却が可能です（機械装置32％、建物16％）。

【対象機械】　水田除草機、堆肥散布機など

・あなたの老後生活への備えは十分ですか？
・年金は家族一人ひとりについて準備することが大

切です。
・老後の備えは「国民年金」プラス『農業者年金』が基

本です。

●農業者年金の特徴　
① 国 民 年 金 の 被 保 険 者 で、 年 間60日 以 上 農 業 に 従

事されている方は誰でも加入できます。
②保険料は月額２万円から６万７千円まで自分で選

べ、いつでも見直しできます。
③支払った保険料は全額が社会保険料の控除対象に

なり、所得税・住民税の節税になります。
　また、将来受け取る年金には公的年金等控除が適

用されます。
④積立方式で少子高齢化が進んでも制度の安全性は

損なわれません。
⑤80歳保証付きの終身保険です。

■問　上北農林水産事務所（農業普及振興室・林業振興課）

②様々な国庫補助金の採択で優遇されます
　計画認定を受けると、国庫補助金の採択審査のポ
イントが加算されます。
　みどりの食料システム戦略推進交付金、 強い農業
づくり総合支援交付金、 畜産経営体生産性向上対策、
農地利用効率化等支援交付金など

③日本政策金融公庫の農業改良資金等の貸付を受け
られます

　申請・お問合せは下記にご相談ください。

上北農林水産事務所（農業普及振興室・林業振興課）
〒034-0093
十和田市西十二番町20-12　十和田合同庁舎２階
☎（農業）0176-23-4281　（林業）0176-24-3379
 ka-nosui@pref.aomori.lg.jp

認定を受けると、以下のメリットがあります

青森県
ホームページ

⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険
料の国庫補助もあります。

　―農家の思いを伝え農業・農村の「未来」を
ともに考えます―

　毎週金曜日発行　月額900円（消費税込）

　全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農
業委員会のネットワークが発行する週刊の農業総合
専門紙です。

①わかりやすい農政解説！
②農業経営に役立つ情報を満載！
③地域づくりのヒントや事例がいっぱい！
④くらしや生活に役立つ話題がいっぱい！

農業者年金のお知らせ
■問　農業委員会　☎0176-55-4509

■「全国農業新聞」を購読しませんか

■「農業者年金」でしっかり積み立て！
がっちりサポート 安心で豊かな老後を！

詳しくは農業委員会またはお近くの農業委員・農地
利用最適化推進委員までお問い合わせください。
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あそんで、学んで、地球とつながる一日あそんで、学んで、地球とつながる一日

４４月2929日（水） 昭和の日

10:00~15:0010:00~15:00
六戸町六戸町舘野公園舘野公園コミュニティ広場コミュニティ広場

親子で楽しめる自然体験イベント。親子で楽しめる自然体験イベント。
ビオトープで生きものを観察し、ビオトープで生きものを観察し、
自然のしくみを学びながら、のび自然のしくみを学びながら、のび

のびと遊べます。のびと遊べます。
体験コーナーや体験コーナーや飲食ブースもあり、飲食ブースもあり、

ゆったり過ごせるゆったり過ごせる一日です。一日です。

主催：NPO法人ろくのへ自然塾

お問い合わせ NPO法人ろくのへ自然塾事務局　  rokunohe.shizen.jyuku@gmail.com
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 Information　くらしの情報
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～
26
日
５
時
ご
ろ
）

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
連
絡
先　

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　

盛
岡
支
社　

経
営
戦
略
ユ
ニ
ッ
ト

　

☎
０
１
９
・
６
２
５
・
４
０
７
９

陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地

創
立
70
周
年
記
念
行
事

●
日
時　

　

令
和
８
年
４
月
18
日
㈯

　

８
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で（
一
般
開
放
）

●
場
所　

　

陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
（
所
在
地
：

八
戸
市
大
字
市
川
町
字
桔
梗
野
官
地)

●
内
容　

・
記
念
式
典
（
訓
練
展
示
、
観
閲
行
進
・

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口

の
お
知
ら
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は

原
則
ご
本
人
で
す
。
平
日
の
開
庁
時
間
内

の
受
け
取
り
が
難
し
い
方
へ
、
左
記
の
日

程
で
交
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
以
前
か
ら
申
請
し
て
い

て
、
ま
だ
受
け
取
り
を
さ
れ
て
い
な
い
方

も
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ご
予

約
が
多
数
と
な
っ
た
場
合
は
、
受
付
を
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
休
日
開
設
日　

　

9
時
か
ら
13
時
ま
で

　

４
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰

●
平
日
夜
間
開
設
日　

　

17
時
か
ら
19
時
ま
で

　

４
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬

※
要
電
話
予
約　

電
話
受
付
時
間

　

平
日
8
時
15
分
か
ら
17
時
ま
で

※
ご
本
人
が
病
気
・
入
院
・
施
設
入
所
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
っ
て
、
来
庁
が
困
難
な

場
合
に
限
り
、
代
理
人
に
委
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
別
途
必
要
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
民
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
休
日
開
設
日
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
、
ま
た

は
平
日
に
電
話
に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
付
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課

　

☎
０
１
７
６
・
55
・
３
１
１
１

　

内
線
１
２
１

六
戸
霊
園（
小
松
ケ
丘
地
区
）の

使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
所
在
地　

　

六
戸
町
小
松
ケ
丘
６
丁
目
77

－

４
１
２

●
申
込
資
格　

　

六
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
方

●
使
用
料
と
管
理
料　

　

規
格　

2
ｍ
×
2
ｍ

　

面
積　

4
㎡

　

永
代
使
用
料　

２
３
０
，
０
０
０
円

　

管
理
料
（
年
額
）　

５
，
０
０
０
円

※
希
望
す
る
区
画
の
場
所
は
先
着
順
で
空

い
て
い
る
区
画
か
ら
選
択
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
電
話
等
で
の
予
約
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

※
使
用
料
お
よ
び
管
理
料
は
、
申
請
当
日

お
よ
び
後
日
、
納
付
書
に
よ
り
役
場
会

計
課
や
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
提
出
書
類　

・
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

役
場
町
民
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

・
住
民
票
抄
本　

１
通

※
右
記
以
外
の
書
類
等
の
提
出
を
求
め
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

町
民
課

　

☎
０
１
７
６
・
55
・
４
６
１
２

第
54
回　

エ
ス
ノ
ス
ク
ラ
ブ
茶
話
や
か
会

　

地
域
の
お
元
気
な
高
齢
者
の
方
た
ち
や
、

介
護
で
お
疲
れ
の
方
た
ち
に
楽
し
い
時
間

を
提
供
す
る
た
め
、「
茶
話
や
か
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

　

4
月
18
日
㈯

　

9
時
30
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で

●
場
所　

　

エ
ス
ノ
ス
六
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

　

歌
・
体
操
・
カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
な
ど

●
参
加
費　

　

２
０
０
円

　
（
お
菓
子
・
飲
み
物
・
保
険
代
）

●
お
問
い
合
わ
せ　

　

エ
ス
ノ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
（
エ
ス
ノ
ス
六
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
６
・
55
・
５
６
０
１
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観
閲
飛
行
）

・
野
外
演
奏

・
ち
び
っ
こ
広
場

・
野
外
売
店

・
体
験
搭
乗

●
そ
の
他　

・
当
日
は
、
総
合
案
内
所
で
イ
ベ
ン
ト
内

容
・
会
場
配
置
図
を
配
布
し
ま
す
。

・
入
場
無
料
・
駐
車
場
完
備

・ 

中
止
の
お
知
ら
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
正
門
前
看
板
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

　

八
戸
駐
屯
地
司
令
業
務
室
広
報
班

　

☎
０
１
７
８
・
28
・
３
１
１
１

　
（
内
線
２
０
６
１
）

町
民
バ
ス
の
時
刻
表
に
つ
い
て

　

現
在
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
バ

ス
の
時
刻
表
は
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
も

引
き
続
き
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

時
刻
表
が
必
要
な
方
は
、
役
場
ロ
ビ
ー

や
診
療
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
窓
口
に
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ビ
ジ

ョ
ン
・
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

募　
　

集

貸
し
農
園「
六
戸
楽
農
キ
ャ
ン
パ
ス
」

オ
ー
ナ
ー
募
集
‼

　

心
身
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
に
み
ん
な
で
楽
し
く
野
菜
づ
く
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
場
所　

　

六
戸
町
折
茂

　

字
今
熊

●
利
用
期
間　

　

４
月
下
旬

　

～
11
月
下
旬

●
面
積　

　

１
区
画
／
48
㎡

　
（
８
ｍ
×
６
ｍ
・
約
１
５
坪
）

●
利
用
料　

　

１
区
画
／
年
間
４
，
０
０
０
円

●
募
集
期
間　

　

令
和
８
年
５
月
末
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

農
政
課

　

０
１
７
６
・
55
・
４
４
９
５
（
直
通
）

六
戸
町
防
犯
指
導
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

防
犯
指
導
隊
は
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
活
動
を
通
じ
、
安
全
な
町
づ
く
り
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
抑
止
の
た
め
に
防
犯
隊
員
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
さ
ら
な
る
安
全

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
あ
な
た
の

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●
活
動
内
容　

　

各
種
行
事
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
研

修
な
ど

●
応
募
資
格　

　

町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
健
康

な
方
（
性
別
不
問
）

●
応
募
方
法　

　

役
場
総
務
課
へ
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

※
制
服
は
貸
与
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

に
必
要
な
物
品
は
支
給
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課

　

☎
０
１
７
６
・
55
・
３
１
１
１

　
（
内
線
１
９
７
）

八戸駐屯地
ホームページ

み ほ ん
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　 　町からのお知らせ

●
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
＆
お
問
い
合
わ
せ

　

六
戸
町
立
図
書
館　

☎
０
１
７
６
・
55
・
２
８
６
６

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
平
日
12
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
は
学
校
図
書
室
と
な
る
た
め
一
般
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。（
学
校
の
夏
季
・
冬
季
休
業
を
除
く
）

　1956年（昭和34年）にはじまった
「こども読書週間」。
　2001年12月に公布・施行の「子ども読書活動推進法」によ
り４月23日が「子ども読書の日」に制定され、こども読書週
間は年々大きな盛り上がりを見せています。第68回の今年
の標語は、「ことばがきみのはねになる」です。当館でも、
これに合わせた展示を行います。ぜひご利用ください。
●展示期間　４月23日㈭から５月12日㈫まで

図
書
館
だ
よ
り

　ホームページで毎月、
新着図書を更新していま
すので、ぜひご覧くださ
い。

６日㈪、13日㈪、20日㈪
27日㈪、29日㈬㈷
※休館日は返却のみ、図
書返却ポストにて受け
付けします。

４月の休館日

町ホーム
ページ

「こどもの読書週間」

新着図書の更新について

町ホーム
ページ

令和８年度自衛官等採用案内
種　目 資　格 受付期間 試験期日 処　遇 試験場所

キャリア
採用幹部

大卒以上の者で、応
募資格に定められた
学部・専攻学科等を
卒業後、１年以上の
業務経験（経験年数
は 職 種 や 職 域 によ
る）のある者

令和8年3月1日
～

令和8年5月15日

陸：令和8年6月8日
海：令和8年6月12日
　　又は15日※
空：令和8年6月15日

２等海・空佐：39万円～
３等陸・海・空佐：約36万円～
１等陸・海・空尉：約33万～約34万円
２等陸・海・空尉：約30万～約32万円
３等陸・海尉：約30万～約31万円

別
途
連
絡
し
ま
す
。

技術陸海空曹
20歳以上の者で資
格免許等の要件を
満たす者

陸：令和8年6月8日～9日
海：令和8年6月12日
　　又は15日※
空：令和8年6月15日

海・空曹長、１等陸・海・空曹：
約29万～31万円
２等陸・海・空曹：約28万～30万円
３等陸・海・空曹：約26万～29万円
＊学歴・職歴等により異なります。

一般曹候補生
18歳以上33歳未満
の方

令和8年3月1日
～

令和8年5月7日

＜１次試験＞
令和8年５月16日～24日※
＜２次試験＞
令和8年６月13日～18日※

月額：224,600円（高卒）
月額：239,600円（大卒）２等

陸・海・空士
（任期制自衛官）

年間を通じて
行っております。 別途連絡します。

※試験日については、別途指定されます。細部は下記までお問い合わせください。　◎処遇については、令和７年１月現在のものです。
〒033-0037
三沢市松園町三丁目6-16　中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
電話・FAX0176-53-1346（平日　8：45から17：30まで）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

★個別に相談に
応じます。

　QRコードから
お申し込み

個別相談QR

☆防衛省HP
　自衛官の処遇
　改善の概要

４月23日は
「子ども読書
の日」です。
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 Information　くらしの情報

小坂町  
小坂鉱山事務所　桜鑑賞

●開催日　
４月15日頃から４月30日頃まで
●開催場所　
小坂鉱山事務所
問小坂まちづくり株式会社
　☎0186-29-5522

野辺地町  
のへじ春まつり

●開催日　
４月18日㈯から５月６日㈬㈷
●開催場所　
野辺地町愛宕公園
問一般財団法人野辺地町観光協会
　☎0175-64-9555

東北町  
公立ぎんなん寮　緑化まつり

●開催日時　
４月18日㈯　９：00から15：00
●開催場所　
公立ぎんなん寮直場所および大温室周辺
問上北地方教育・福祉事務組合
　公立ぎんなん寮　☎0176-56-5121

十和田市  
十和田市春まつり

●開催日　
４月18日㈯から５月５日㈫㈷
●開催場所　
十和田市官庁街通り周辺など
問十和田奥入瀬観光機構
　☎0176-24-3006
　十和田商工会議所　☎0176-24-1111



警察署
だより

消防署
だより

林野火災を予防するために
○ 強風、乾燥時にはたき火、火入れをしない！
○ 枯草等が多い場所でたき火、火入れをしない！
○ たばこの吸いがらは必ず消火し、ポイ捨てはしない！
○ ごみ焼きをしない！
○ 火遊びをしない！

急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

バッテリー　熱くなったら　ひと休み

26広報ろくのへ　2026-4

 Information　くらしの情報

春の火災予防運動実施のお知らせ

自転車の交通違反に対する反則通告制度について

令和８年４月
十和田警察署

運転免許更新時
講習案内

実施期間：４月13日㈪から４月19日㈰まで

林野火災の防止にご協力を！
林野火災の約７割が１月から５月にかけて
集中して発生しています！！
　春は風が強く、空気が乾燥し、火災が起こりやすい状態
です。たき火や火入れなどから山林に飛火して林野火災に
なることが多いです。（火災の原因としてはたき火、火入れ
が全体の５割以上！）

＊消防署では期間中に
一般家庭防火診断を
実施します。ご協力
をお願いします。

様々な情報を十和田消防本部のホーム
ページから確認できます。右のQRコ
ードからアクセスしてみてください。

全国統一

防火標語

十和田地域広
域事務組合

防火標語

住宅の火災から命を守るために
住宅用火災警報器の設置も忘れずに！

■令和８年４月１日から、自転車の交通違反に交通反則通告制度が導入されます。免許の有無にかかわらず、16歳以上の
すべての自転車運転者が対象となります。

■どんな違反があるの？

優良運転者講習　 3 日㈮・ 6 日㈪・ 7 日㈫・10日㈮・13日㈪・14日㈫・17日㈮・20日㈪・21日㈫
　　　　　　　　24日㈮・27日㈪・28日㈫
一般運転者講習　 3 日㈮・10日㈮・13日㈪・17日㈮・24日㈮・27日㈪
初回運転者講習　13日㈪・27日㈪
違反運転者講習　 3 日㈮・10日㈮・17日㈮・24日㈮

■問　青森県警察本部　交通企画課　☎017-723-4211・十和田警察署　☎0176-23-3195

違反行為反則金
ながらスマホ 12,000円

遮断踏切立入り 7,000円
ブレーキ不良等 5,000円

信号無視 6,000円
車道の右側通行 6,000円

一時不停止 5,000円
イヤホンの使用 5,000円

二人乗り 3,000円
並進 3,000円

（主な違反を抜粋）

これまで同様、基本的には「指導警告」対象ですが、
◎違反の結果、実際に交通への危険を生じさせた

り、事故の危険が高まっているときは検挙（青
切符処理）となる場合があります。

◎飲酒運転やあおり運転など、重大な違反や事故
を起こした時は刑事手続きとなる場合があります。



　

●主な施設の休館日　

図　書　館　 6 日㈪・13日㈪・20日㈪
　　　　　　27日㈪・29日㈬㈷
文化ホール　27日㈪

令和８年

４月

お く や み

若　松　光　雄（78歳）　　小平・柳町
豊　川　裕　幸（88歳）　　入　　口
袴　田　光　江（82歳）　　上 吉 田
円　子　信　三（98歳）　　下吉田（二）
長　根　喜三郎（88歳）　　岡　　沼
田　中　貞　子（91歳）　　高森（二）
古　川　時　子（76歳）　　た て の 台 団 地
木　村　の　ぶ（100歳）　　南町（二）
高　橋　愛　子（95歳）　　南町（一）
川　村　榮　子（88歳）　　舘　　野
高　坂　チ　ワ（85歳）　　堀　　切

お 誕 生

下　田　倖
こう

太
た

朗
ろう

	 七　　百
（父　正平　　母　裕子）
沖　沢　　　翠

すい

	 たての台団地
（父　有将　　母　千紘）

ご 結 婚

　佐々木　和　幸　　　　岡　　沼
　米　谷　黎　華　　　　三 沢 市

27 広報ろくのへ　No.729

　届出時に確認し、希望者のみ掲載しています。
他市町村で届け出した場合でも掲載することが
できます。掲載を希望する場合は、町民課戸籍
担当まで届け出ください。なお、家族が届け出
する場合は、本人の了承が必要となります。

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月 春の全国交通安全運動（～15日）　

7 火
HIVに関する相談、B型及びC型肝炎検査（上北保健所）※要予約
人権相談（老人福祉センター）
六戸学園入学式

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日 春の火災予防運動に伴う防火パレード

13 月

14 火 HIVに関する相談、B型及びC型肝炎検査（上北保健所）※要予約
ルーシーダットン教室（六戸町総合体育館）

15 水 精神保健福祉相談（上北保健所）※要予約

16 木

17 金 ３歳児健診（就業改善センター）

18 土

19 日

20 月

21 火 行政相談（老人福祉センター）

22 水 療育相談（上北保健所）※要予約

23 木

24 金 4 か月・12 か月児健診（就業改善センター）

25 土

26 日

27 月

28 火 ルーシーダットン教室（六戸町総合体育館）

29 水 ●昭和の日

30 木

まちのうごき
（令和８年２月末現在）

人口 10,366人
先月比 -17 前年比 -150

男 5,146人
先月比 -5 前年比 -38

女 5,220人
先月比 -12 前年比 -112

世帯 4,715世帯
先月比 -2 前年比 +15

＊掲載の行事等は、内容等が変更する場合がありますのでご了承ください。

３月末は、“締切” よりも広報担当の “任期” のリーチにドキドキです。昨年あたりからヒヤヒヤ感が増していますが、
新年度も変わらず広報担当です。５年目もよろしくお願いします ▼裏表紙には国スポ PR ポスターの受賞作品を掲載し
ています。六戸らしい発想が光る作品ぞろいで思わず見入ってしまいました。（竹内）

編 後集 記



地域の味でおもてなしを！
売店出店者募集

大会運営を一緒に！
ボランティア募集

企業の力で大会を応援！
企業協賛募集

〔編集発行〕六戸町/青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字前谷地60　☎ ���� - �� - ����　℻ ���� - �� - ����
４月３日発行　HP ▼ https://www.town.rokunohe.aomori.jp　Mail ▼ info@town.rokunohe.aomori.jp 

●出店料　
　町内の個人・事業所
　……500円/１日
　その他
　……1,000円/１日

●活動内容
　会場受付、案内
　弁当の配布
　特産品PR
　清掃活動
　など

●協賛の例
　歓迎装飾用品
　広報啓発用品
　おもてなし用品
　競技運営用品
　など

国スポをPRするポスター制作には、町内から25点の応募がありました。
その中から８名の受賞者に、国スポ六戸町実行委員会会長の佐藤町長より
表彰状と記念ポスター、図書カードが贈られました。

六戸町競技会場でご協力いただける出店者・ボランティア等を募集しています

六戸学園５年３組　高橋　桃水さん

六戸学園１年３組　円子　仁志さん 六戸学園２年３組　木村　翔太さん

六戸学園６年３組　鳥越　夏音さん

六戸学園３年３組　櫻井　楓さん 六戸学園４年２組　佐藤　蓮守さん

六戸学園８年２組　西山　埜乃さん六戸学園７年２組　久保　光太郎さん

＊このポスターは、町内の公共施設などに掲示しています。

▲協賛内容はこちら▲詳細はこちら ▲募集内容はこちら


